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法 (CLIP:ConceptLearning from Inference Pattern) を提案し， (a) CLIP が「環境に含まれている固まりを見
つける」という意味での「概念生成能力」を持つこと， (b) CLIP により作成される概念構造が，推論システムの
おかれている環境と推論システムの能力特性により変化し，人間の持つ概念、構造とも一致すること， (c) 論理回
路の電気的な振舞いから論理演算規則を合成するなど，階層的な知識構造を作成するには「近似」の考えを導入
し，推論過程を表したグラフの一部を無視することが必要であること，の3つの結論を得ている。
以上のように，本論文は， 2種類の知識の表現方法に関して多くの知見を得ており，情報工学，特に知識工学の分野
に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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